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Study on utilization of camera data for the automated architecture. 
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1. はじめに 
1.1. 研究の背景と目的 厚生労働省 1)によると 2018 年度
の有効求人倍率は、1.61％と 2009 年から右肩上がりで上
昇している。総務省 2)によると 2018 年度の完全失業率が































2. AI カメラによる画像データ活用法の概要 








実装した照明不点検知 AI カメラは、畳み込み層 2 層の
CNN（畳み込みニューラルネットワーク）という機械学
習法を用いる。大学内のある教室に設置されていた照明











































の 1 つである YOLO3 を用いて聴講者を検出する。入力か





者の中から 13 名に環境変化の 20 前後の自身の画像をみ
て、集中しているかどうかをアンケート調査した。検証






















3.1. 照明不点検知 AI の学習結果 
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図 7．AI による推定の正解率 
 
3)環境操作による聴講者の知的生産性の向上 環境操作




















る集中度の推移を図 8 と表 3 に、アンケート結果と AI に
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変化前 変化後
20分前 15分前 10分前 5分前 5分後 10分後 15分後 20分後
集中 9 5 6 7 8 8 6 7
非集中 4 8 7 6 5 5 7 5
集中 8 7 6 8 9 9 6 7
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